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講義ノート

インクルーシブ教育・合理的配慮・環境や授業のユニバーサルデザイン
－ 特別支援教育論の講義ノート －

定金　浩一＊

特別支援教育が実施されインクルーシブ教育が浸透するにしたがって、通常学校、通常学級に障害を
持った児童・生徒が入学・入級するようになってきた。
しかし、通常学校の教員が、特別支援教育を十分理解し実践しているかと言えば、必ずしも十分理解

して実践しているとは思えない。また、インクルーシブ教育がすごく推進されているかといえば、それ
も一部の学校だけで、全ての学校で実践されているとは思えないところがある。
インクルーシブ教育の推進には、教員の質を高めることが必要であると常々言われている。特別支援

教育の授業が大学で実施されて ４年が経ち、筆者も特別支援教育を教えているが、インクルーシブ教育
の推進にはインクルーシブ教育を十分理解した教員の育成が必要だと実感している。
通常学級でのインクルーシブ教育の実践には、インクルーシブ教育、合理的配慮、環境や授業のユニ

バーサルデザインの分野の理解が必要である。特に環境や授業のユニバーサルデザインは、発達障害の
児童・生徒が在籍する通常学級において、日々授業実践するには必須である。しかし、特別支援教育の
コアカリキュラムに環境や授業のユニバーサルデザインが入っていないこともあり、扱われていないテ
キストも多くある。また、扱われていても、 ３分野が独立して書かれている場合が多くある。
この ３つの分野を連携させて教えるだけでインクルーシブ教育が推進するとは思えないが、 ３つの分

野を系統立てて、学生たちにできるだけわかりやすく教えることで、インクルーシブ教育に対する理解
を深めることができるのではないかと思われる。そこで、インクルーシブ教育・合理的配慮・環境と授
業のユニバーサルデザインをまとめた講義ノートを作成するものとした。

１ 　インクルーシブ教育とは
インクルーシブとは、「一切を含めた」「包み込
んだ」という意味です。インクルーシブ教育とは、
子どもたち一人一人が多様であるということを前
提に、障害の有無等にかかわりなく、誰もが望め
ば自分に合った配慮を受けながら、共に学ぶこと
を目指す教育のことです。障害のある子どもも、な
い子どもも、またそれ以外のあらゆる子どもも一
切を包み込んで教育していきましょうという考え
方です。
松浦・角田（2019）は、『インクルーシブ教育と
いう言葉が広がったきっかけは、1994年に開かれ

た「特別なニーズ教育に関する世界会議」であり、
それ以降インクルーシブ教育への指向は国際的な
潮流となっています。そこで採択されたサラマン
カ宣言では、すべての子どもが教育を受ける基本
的権利があり、特別なニーズを持つ子どもたちを
含めたインクルーシブ教育こそが、国連の掲げる
「万人のための教育（Education for All）」を達成
するもっとも有効な手段であるとされています。』
と指摘し、『「すべての子ども」の中には、障害の
ある子ども、英才児、ストリートチルドレンや就
労児、辺境で生きる子どもや遊牧民の子どもなど
も含んでいます。インクルーシブ教育という用語
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はこのようにきわめて多様な対象と思想を含んで
おり、その理念や方法論についてはさまざまな議
論があります。しかし基本的な立場としては、人々
が持つあらゆる多様性と差異（障害、人種や民族、
宗教や文化、経済的・教育的格差など）によって
社会から排除されることなく、社会への完全な参
加を促進し、居住する地域の学校において共に学
ぶことを目指す教育といってよいでしょう。』と述
べています。

２ 　インクルーシブ教育システムとは
（ １）条約に合わせた法令などの整備
わが国は国連の障害者の権利条約（以下条約と
いう）を2014年に批准しました。この条約は、教
育における障害者の権利の獲得を実現するために、
インクルーシブ教育システムを確保することを締
約国に求めています。そして、インクルーシブ教

育の目的として、障害者が、その人格、才能、創
造力、精神的・身体的な能力をその可能な限り発
達させること、障害を理由として一般的な教育制
度から排除されないこと、無償の初等教育・中等
教育の機会を与えられること、個人に必要とされ
る合理的配慮が提供されること等を定めています。
条約では、障害者の権利の実現のために適切な
立法、行政措置をとることを定めているため、条
約の批准にあたっては、法律、政令、省令等の法
的・行政的整備が求められました。
中央教育審議会初等中等教育分科会において、
障害者の権利に関する条約のインクルーシブ教育
システムの構築のための教育制度の在り方につい
て検討が行われ、2012年 ７ 月に「共生社会の形成
に向けたインクルーシブ教育システム構築のため
の特別支援教育の推進（報告）」（以下、中教審報
告）がまとめられました。

図表 １ 　学校教育法施行令第22条の ３ の表
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そして、わが国政府としても大幅な障害者制度
の改革を行いました。
（ ２）就学相談・就学先決定の在り方
インクルーシブ教育システムでは、本人・保護
者の希望を尊重し、専門家の意見等も聞きながら、
一人一人の子どもにとってどの就学先が最適かど
うかが検討されます。
従来の就学先決定の仕組みでは、いわゆる就学
基準に該当する障害のある子どもは、学校教育法
施行令（図表 １参照）により、原則特別支援学校
に就学することになっていました。一方、新たな
システムの中では、中教審報告にあるように「障
害の状態、本人の教育的ニーズ、本人・保護者の
意見、教育学、医学、心理学等専門的見地からの
意見、学校や地域の状況等を踏まえた総合的な観
点から就学先を決定することが適当」とされてい
ます。
また、一人一人の教育的ニーズに応じた教育的
支援を行うためには、早期から成人に至るまでの
一貫した支援を行うことが重要であることが強調
され、そのために関係機関が情報を共有できるよ
うに、支援履歴のわかる相談支援ファイルや個別
の教育支援計画を活用することなどが示されてい
ます。さらに、就学時に決定した学びの場は固定
したものではなくなりました。以前は特別支援学
校から通常学校への転校や、特別支援学級と通常
学級の籍の移動は容易には行えませんでした。し
かし、障害の状態や教育的ニーズもその時々で変
化しうるものであるという考え方がその背景にあ
り、必要に応じて柔軟に見直しや変更を行うこと
ができるようになりました。なお、インクルーシ
ブ教育システムが機能するには、以下で説明する
合理的配慮と基礎的環境整備、環境や授業のユニ
バーサルデザイン化の取り組みが必要になり、教
職員の専門性の向上が重要になります。

３ 　合理的配慮と基礎的環境整備
中教審報告の中で、「合理的配慮」と「基礎的環
境整備」の定義が示されました。
（ １）合理的配慮の定義

藤本（2016）は、合理的配慮とは『障害のある
子どもが、他の子どもと平等に教育を受ける権利
を享有・行使することを確保するため、学校の設
置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行う
ことであり、障害のある子どもに対し、その状況
に応じて、学校教育を受ける場合に個別に必要と
されるもの』であり、『学校の設置者及び学校に対
して、体制面、財政面において、均衡を失した又
は過度の負担を課さないもの』と述べています。ま
た、障書者の権利に関する条約において、合理的
配慮の否定は、障害を理由とする差別に含まれる
ことに留憲する必要があると指摘しています。
中教審報告では、『合理的配慮は個々の障害のあ
る幼児児童生徒の状態などに応じて提供されるも
のであること、設置者および学校が決定するに当
たっては、本人および保護者と個別の教育支援計
画を作成する中で、合理的配慮の観点を踏まえて
可能な限り合意形成を図ったうえで決定し提供さ
れること、それぞれの学びの場における基礎的環
境整備の状況により、提供される合理的配慮は異
なる』と述べられ、次の ３観点１１項目を示しました。
「合理的配慮」の観点 １：教育内容・方法
①− 1　　　教育内容
①− 1− 1 �　学習上または生活上の困難を改善・

克服するための配慮
①− 1− 2　学習内容の変更・調整
①− 2　　　教育方法
①− 2− 1 �　情報・コミュニケーションおよび教

材の配慮
①− 2− 2　学習機会や体験の確保
①− 2− 3　心理面・健康面の配慮
「合理的配慮」の観点 2：支援体制
②− 1　　　専門性のある指導体制の整備
②− 2　　�　幼児児童生徒、教職員、保護者、地

域の理解啓発を図るための配慮
②− 3　　　災害時の支援体制の整備
「合理的配慮」の観点 3：施設・設備
③− 1　　　校内環境のバリアフリー化
③− 2　　�　発達、障害害の状態および特性等に

応じた指導ができる施設・設備の配慮
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③− 3　　�　災害時などへの対応に必要な施設・
設備の配慮

（ ２） 基礎的環境整備の定義　
中教審報告では『障害のある子どもに対する支
援については、国は全国規模で、都道府県は各都道
府県内で、市町村は各市町村内で、教育環境の整備
をそれぞれ行う。』と述べられています。これらは、
合理的配慮の基礎となる環境整備であり、それを基
礎的環境整備と呼びます（図表 ２参照）。
これらの環境整備は、その整備の状況により異
なるところがありますが、設置者および学校は、各
学校において障害のある子どもに対し、その状況
に応じて、合理的配慮を提供することになります。
基礎的環境整備として示された ８項目は次のとお
りです。
①�ネットワークの形成・連続性ある多様な学びの
場の活用
②専門性のある指導体制の確保
③�個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成等
による指導
④教材の確保
⑤施設・設備の整備

⑥専門性のある教員、支援員等の人的配置
⑦個に応じた指導や学びの場の設定等による指導
⑧交流および共同学習
合理的配慮は基礎的環境整備の上になされるも
ので、図表 ２からもわかるように、Aさん、Bさん
は合理的配慮の内容が違ってきます。では、どの
ような合理的配慮がなされるのがいいのでしょう
か。
文部科学省（2010）「特別支援教育の在り方に関
する特別委員会（第 3回）配付資料」に、別紙 2  
「合理的配慮」の例をあげています。障害ごとに
合理的配慮の例が示されていますので、引用文献
のURLから確認してください。
参考までに合理的配慮の共通部分のみをあげて
みます。
1．共通

・�バリアフリー・ユニバーサルデザインの観点を
踏まえた障害の状態に応じた適切な施設整備
・�障害の状態に応じた身体活動スペースや遊具・
運動器具等の確保
・�障害の状態に応じた専門性を有する教員等の配置
・�移動や日常生活の介助及び学習面を支援する人

図表 ２ 　合理的配慮と基礎的環境整備の関係 
　　　　　　（文部科学省　2012　「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム

構築のための特別支援教育の推進（報告）」　参考資料２１より）
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材の配置
・�障害の状態を踏まえた指導の方法等について指
導・助言する理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士及び心理学の専門家等の確保
・�点字、手話、デジタル教材等のコミュニケーショ
ン手段を確保
・�一人一人の状態に応じた教材等の確保（デジタ
ル教材、ICT機器等の利用）
・�障害の状態に応じた教科における配慮（例えば、
視覚障害の図工・美術、聴覚障害の音楽、肢体
不自由の体育等）
などです。
具体的に、独立行政法人　国立特別支援教育総
合研究所　インクルDB（インクルーシブ教育シス
テム構築支援データベース）より、通常学級での
合理的配慮の例を挙げます（図表 ３）。　
図表 ３は、データにあげられた １事例の内容を
全て取り出しています。事例ごとに、 １．事例の
概要　 ２．児童の実態　 ３．本事例に関する基礎
的環境整備　 ４．合意形成のプロセス　 ５．合理

的配慮の実際　 ６．本事例の成果と課題　から成
り立っています。
特に、 ３．本事例に関する基礎的環境整備　の
具体的な内容の後の【基礎 １】とか【基礎 ２】は、
基礎的環境整備として示された ８項目に対応して
います。また、 ５．合理的配慮の実際　の具体的
な内容の後の【合理①−１ － １】や【合理①−２
－ １】は、合理的配慮の ３観点１１項目に対応して
います。
事例の基礎的環境整備や合理的配慮の具体的な
対応例が書かれていてとても参考になります。
独立行政法人　国立特別支援教育総合研究所　
インクルDB（インクルーシブ教育システム構築支
援データベース）は、文部科学省の「インクルー
シブ教育システム構築モデル事業」において取り
組まれている実践事例について検索するシステム
です。条件を入れて検索することで、対応しよう
と思っている事例に近いケースが出てきます。
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そして、2016年 ４ 月の障害者差別解消法の施行
によって「合理的配慮の不提供」が禁止され、学
校現場でも障害に対する適切な配慮が求められる
ようになっています。この現状から、皆さんが今
後教育実践を行う時に、独立行政法人　国立特別
支援教育総合研究所　インクルDB（インクルーシ
ブ教育システム構築支援データベース）を是非参
考にしていただきたいと思います。

４ 　環境や授業のユニバーサルデザイン
ユニバーサルデザインとは、すべての人々に対
し、可能な限り最大限に使いやすい製品や環境の
デザインを意味するとされますが、教育における
ユニバーサルデザインとはどういうことでしょう
か。
小貫（2016）は、『教育分野における「ユニバー
サルデザイン」（UD）は「通常の学級における特
別支援教育」の文脈において発達障害のある子を

育てる視点の一つとして語られるようになった。』
と述べ、『発達障害のある子だけにではなく、その
子を含む、すべての子への対応を豊かにすること』
と説明しています。また、佐藤（2010）は、ユニ
バーサルデザインの定義を『LD等の子どもには
“ないと困る”支援であり、どの子どもにも“あ
ると便利”な支援を増やすこと』としています。そ
して、草場（2016）は、『中学校は、教科担任制で
あるため、授業をどのように行うかは各教科の教
員に任されていることが多いです。しかし、授業
のユニバーサルデザイン化の取り組みでは、どの
教科の授業にも共通して使える「生徒にとってわ
かりやすい授業方法」を抽出・共有し、教科の枠
組みを超えて実践していくことが重要になる。』と
述べています。
松浦俊弥・角田哲哉（2019）が、佐藤（2010）
が述べるユニバーサルデザインの授業づくりのポ
イントを抜粋、要約したものが、図表 ４です。た

図表 ３ 　合理的配慮事例の具体例
（国立特別支援教育総合研究所『合理的配慮』実践事例データベース　より抜粋）
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図表 4 　ユニバーサルデザインの授業づくりのポイント
（『障害のある子どもへのサポートナビ』　2019　より抜粋）
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だし、これらは「画一化」とは違い、すべてを同
じにということではありません。学級や教員の個
性や独自性を活かしながら、基本的なルールに一
貫性を持たせるということで、ある特定の子ども
への配慮がすべての子どもにとっても「便利」で
あるとは限らないということです。
松浦俊弥・角田哲哉（2019）は、『ノートのマス
目を大きくすることは、字を書くのが苦手な子ど
もにとっては便利ですが、より速くたくさんの文
字を書きたい子どもにとっては不便になります。
このような工夫をしても授業についていけなかっ
たり、課題を理解しづらがったりする子どもはい
ます。その時は、授業内で個別に支援を行うなど、
必要な合理的配慮を行います。さらに、授業時間
内にできる限りの個別の配慮を行っても学習に困
難が生じてしまう児童生徒がいた場合は、通級に
よる指導等、特別な場での指導が必要な場合があ
ります』と述べています。

５ 　教職員の専門性の向上
インクルーシブ敦育を推進する上で、実際に子
どもの教育を担う教職員の専門性の向上はきわめ
て重要な問題です。文部科学省（2012）は、中教
審報告の中で、「インクルーシブ教育システム構築
のため、すべての教員は、特別支援教育に関する
一定の知識・技能を有していることが求められる。
特に発達障害に関する一定の知識・技能は、発達
障害の可能性のある児童生徒の多くが通常の学級
に在籍していることから必須である。これについ
ては、教員養成段階で身に付けることが適当であ
るが、現職教員については、研修の受講等により
基礎的な知識・技能の向上を図る必要がある。」と
述べています。
松浦俊弥・角田哲哉（2019）は、「筆者は長年、
特別支援学校のコーディネーターとして小中学校
の支援にあたってきました。その際に最も強く感
じたのは、特に発達障害の子どもの場合、教職員
に知識があるかないかで子どもが能力を発揮でき
るか否か、生き生きと学校生活を送ることができ
るか否かが変わってくるということでした。学習

障害の子どもであれば学習方略をいかに工夫する
か、ＡＤＨＤやＡＳＤ（自閉スペクトラム症）で
あれば学習環境をどう整えるかといった、ちょっ
とした配慮で子どもが変わってくるのです。イン
クルーシブ教育システムの中では、そうしたノウ
ハウを、教員の誰もが身につけていなくてはなり
ません。」と述べ、教職員の専門性の向上の必要性
を指摘しています。

６ 　まとめ
インクルーシブ教育、合理的配慮、環境や授業
のユニバーサルデザインをまとめた講義ノートを
作成したが、インクルーシブ教育に対する全体像
は見えたように思われる。
インクルーシブ教育を推進するには、合理的配
慮が必要になるが、インクルーシブ教育の説明後
に合理的配慮をすることで、その必要性がより理
解される。また、基礎的環境整備と合理的配慮の
違いを理解し、基礎的環境整備をもとに具体的な
合理的配慮の必要性を理解することは大変重要で
ある。具体的な合理的配慮の内容を知ることで、
個々の児童・生徒の実態から必要な合理的配慮を
考えることができるようになる。
そして、本当のインクルーシブ教育を実践する
には環境や授業のユニバーサルデザインの実践が
必要である。ユニバーサルデザインの授業の実践
によってはじめてインクルーシブ教育が完成され
ると言っても過言ではない。ユニバーサルデザイ
ンの授業を実践する必要性と具体的な留意点など
が提示できたことは、教員の専門性の向上に役立
つと思われる。
この講義ノートはまだ完成されたものではなく
不十分で、さらなる事例や説明が必要な部分があ
ると思われる。
今後は、この講義ノートを使用しながら講義を
行い、学生達の意見を参考にさらに改良していき
たい。そして、インクルーシブ教育をより理解し、
実践できる教員を育成したい。
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